
 
 

（氏  名）        平 賀 新 也 

（スポンサー名）   髙 添 正 彦 

（生年月日）      １９７１年１０月２５日 

（血液型）       Ｏ型 

皆様こんにちは。 今年二月に入会させて                   （趣  味）        旅行、ゴルフ 

いただきました平賀新也と申します。 

いつかは入会するのであろうと漠然とは思っていましたが、こんなに早くその機会がくるとは思っていませんでした。

どれ程のことができるのか分かりませんが、自分のできることから精一杯頑張っていこうと思っておりますので、 

どうぞよろしくお願いいたします。 

そして、皆様には父が大変お世話になりました。皆様といるときの父はとても嬉しそうで、私にもクラブのことをよく

話をしてくれていました。最後まで皆様に囲まれて過ごせた父は幸せだったと思います。本当にありがとうございま

した。この場を借りて御礼させていただきます。 

 
 
 

                      （新入会員として）一年をふり返って  

                                   Ｌ 二 子 石 宣 秀 

 

１０月の統一奉仕の日では、老人福祉施設和久園を慰問し、レクリエーションをしたり、 

みなさんとカラオケを歌ったりして交流を深めたわけですが、そこには、笑顔がありました。 

１１月の献血奉仕活動では、何年ぶりかで夫婦で献血をしました。２人でちょっぴり、いい 

気分になりました。３月の第１８回ふれあい車椅子テニス教室では、大勢の方が参加して、 

みなさんラケットを片手に順番待ちを、首を長くして待っており、自分の番になると元気良くボールを打ち返して、 

ネットを越していました。やはり、ここにも笑顔が溢れていました。 夜だけの例会に出席していたら、このような 

体験はできなかったと思います。 

まだまだ、ライオンズのことはわかりませんが、モットーにある「We  Serve」は、少し実践できたかな？ 

この一年間をふり返って、ボランティア活動は、「みなさんへ笑顔を！」のお手伝いではないかなと思えるように 

なりました。 

 
 
≪編集後記≫ 

例会及び行事に際して、クラブニュースに使用するために、デジタル一眼レフで写真を多数撮らせて頂きました。 

行事に際しては数百枚撮ることもありましたが、腕が悪いせいか、かなりの確率で“ベストショット”を取り逃しました。 

クラブニュースに載っている写真は、その数多い写真の中からボツにならずに生き残った厳選された写真です。 

最後になりますが、クラブニュース作成にご協力を頂きました皆様及び事務局の後藤さんに心から感謝致しまして、

編集後記とさせていただきます。ありがとうございました。 

                           IT・PR・厚生福祉・環境保全委員長 Ｌ 長 田 忠 幸   
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                    甲府舞鶴ライオンズクラブ IT･PR･厚生福祉･環境保全委員会 

 

      ＜会長テーマ＞   「願う心」と「あきらめない心」で奉仕活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             一年をふり返って      第 18 代 会長 Ｌ 小 野  正 

 

会長という大役を仰せつかりましてからこの１年間、皆様のご協力により 

無事に任期を終えようとしております。 

                          小宮山幹事、土橋会計はじめ会員皆様のご協力を頂きましたことに心より 

感謝申し上げます。 ありがとうございました。 

   本年度は会長テーマ【 「願う心」と「あきらめない心」で奉仕活動 】を目指して奉仕活動を実施してまいりました。 

新たな試みとしては、毎回ゲストスピーチをお願いして例会を盛り上げてきました。トヨタ車の話や裁判所見学 等、

勉強になりました。 厚生福祉事業としてはじめた「テニスの練習会」は、赤池Ｌ、丹沢Ｌにコーチをお願いして、 

（参加者はいま一息でしたが）楽しい練習会になりました。 

年度当初よりもっとも力を入れた「会員増強」では、７名の新しい会員をお迎えすることができました。 

４月には渡辺ガバナーの登場で、山梨で第 56 回地区年次大会が開催されました。接待救護係りとしてメンバーの

皆様には大変ご協力いただきました。また、アジアフォーラムではタイ･パタヤに旅行例会としてたくさんのメンバー

に参加いただきました。嬉しいニュースとしては、ホームページの復活です。内容も充実され、年度中に復活されま

す。 振り返ってみれば、各委員会では委員長の皆様に、また、地区役員としては髙添Ｌ、東福寺Ｌに、多大なご尽

力を頂きましたことを深く感謝申し上げます。 

   最後になりますが、次年度は山本会長を筆頭に、皆様方が益々ご活躍されることを祈念し、退任の挨拶とさせて

いただきます。 

 



 
 

『一年は長い月日か、一年は短い日々か』  

              幹事 Ｌ 小 宮 山 和 仁 

 

                       この国には、新しい秩序が必要なのではと昨今つとに思う。経済は長く停滞し、

政治は混乱を増すばかりである。 お前達に言われたくは無いと思うのだが、 

ウォールストリートジャーナル紙は、我が政治を評し「ばかばかしい日本」という

論評を掲載したそうだ。すがるべき人々の中に愚かさを見てしまったら、最早絶 

望しかないではないか。 

   と、巷に溢れる憂国論から書き始めたが、本来、本文の主旨は一年間の自己反省である。 しかし、またもや私 

の感想はさておき、今期が当クラブにとって、記憶に留めるべき年であり、将来の活動の指針が提示された大切な

年であったことを書き残しておきたい。 それは、細かな実績についてではない。小野現会長の為人（ひととなり） 

『和と協調の精神』の価値についてである。ご本人の口からは語り難いことであろうと拝察するので、頂戴したワイ

ンのお礼分だけは、きちっと書かせていただく。 

 『以和為貴』（礼記） ― 和を以って貴しとなす ―   今期、会長はこのことを能く体現して下されたのではな

いだろうか。これは私の勝手な故事つけではなく、この古色然たる言葉に、重要な今日的価値があると考えるから

だ。 先に述べたが、既存の秩序が破綻し、その枠の中での創意工夫、自己犠牲ではいかんともしがたい時、そこ

に生じる新しい秩序には当然基軸となるものが必要だし、両極端が増幅し、この世界の全て、組織社会の階層間

格差が広がるとき、それを結びつなぎとめるものが必要だ。それが『和』を以ってである。 

   政治経済、地域社会で、多くの反省の中から生まれつつある理念 『共生』 『共創』。 欧米の後追いではなく、

手元、足元、隣りから新しい己の在り様を構築する基礎である。ここにも和の発想は欠かすことが出来ない。身近

にそれを実践できる人物を得るのは正に人生冥利につきるというものだ。 

    応分の生き方をしてきた。従って、物事上手くいったら、それは他人様の御蔭であるし、失敗したら、それは殆ど

自分の欲や未熟さのせいであるとは、能く能く承知である。 

そんな訳で、小野会長という素晴らしいリーダーと、土橋会計、後藤事務局員という諸事に通じたパートナーに

は感謝の言葉もない。ありがとうございました。 

    この原稿を書き始めると、時を同じくして横森友三郎ライオンの訃報がはいりました。 

既に今年度はチャーターメンバーの故平賀忠男ライオンを御送りし、この度新入会員の横森ライオンが先立たれま

した。 お二人のあの笑顔、楽しい語り口。大きな喪失感と、心の空洞がまた広がります。 ― 合掌 ― 

 

 

 
    知的創造をサポートします！   住宅用火災警報器を取付けましょう!  人と企業の出会いをサポート 

    土橋特許事務所     (有)中村ポンプ工作所   (株)武田広告社  
  L 土 橋 博 司         L 中 村 巳 春        L 平 賀 新 也 

                                     Ｌ 石 川 宝 王 
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去る３月２８日（日） 国母工業団地内テニスコートにて開催いたしました。 

ふれあい車椅子テニス教室も、回を重ねること１８回となります。 

例年通り多数の方々にご参加頂き、天気の心配もしましたが、開催中は雨も 

降らずに、みんなでさわやかな汗を流して楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

また、模範演技で見せていただいた数々のファインプレーには、一同感激でした！ 

 

 

 

 

 

 

 

抽選会では、全員に豪華景品や参加賞として図書券を用意し、大変喜んでいただきました。  

「毎年この教室を楽しみにしている。」との話を聞くと、これからも長く続けていこうと改めて思いました。 

テニス教室終了後、計画出席委員会の協力により、燈温泉で反省会を開きました。ほどよい疲れの中、 

一日の出来事を振り返りながら飲むビールは最高でした！ご協力頂きましたＪＴの乙黒様、コーチの 

方々、メンバーの皆様、本当にありがとうございました。 

                                     社会奉仕・ＹＥ・青少年育成委員長 Ｌ 木 村 義 彦 

 

 

 

 

                       

 

     ４月１１日 第５６回 330－Ｂ地区年次大会が山梨県民文化ホールにて開催されました。 

渡辺和廣ガバナーを筆頭に、オール山梨全クラブが一丸となって協力し、大成功のうちに終了することが 

できました。  実行委員会事務局長として活躍されました髙添Ｌ、本当にお疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

1 年を振り返って  

会計 Ｌ 土 橋 博 司 

1 年がようやく終わろうとしています。 

小野正会長の強力なリーダーシップに目を見張りながら、また小宮山幹事の気配

りに感心しながら、ゆっくりと後を追いかけて過ぎていった 1 年でした。 

今日の大変な経済環境の中、今年度三役では例会の活性化に心を砕いてクラ

ブ運営を進めてまいりましたが、講師例会や裁判所の見学例会等でいくばくかの新味を出せたのかなと自負して

おります。また、従来どおりに奉仕活動が継続できたことは、会員の皆様のご協力の賜物と感謝しております。 

来年以降も厳しい経済環境が続くものと思われますが、皆様の積極的な参加により当クラブの活動がますます

活発になることを願っております。 

小野会長、小宮山幹事 1 年間ご苦労様でした。 会員の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

横森友三郎Ｌを悼む         Ｌ 小 野  正 

 

突然 悲しい連絡を受け、本当に驚きました。 

何とお悔みを申し上げてよいのか、言葉もないあり様でした。 

３月に伺いました時には、昨年発症されたご病気のため、自宅ではコント 

ロール出来ても家を出ると目が回ってしまいどうしょうもない、との話でした。 

元気になったら一緒にゴルフでもやりましょうと話したばかりでしたのに、この 

ような結果になろうとは・・・人の世の儚さがいまさら身にしみる思いであります。 

横森Ｌには、私が昨年会長に就任したのを機に入会を申込みに伺い、お仲 

間の荻原Ｌと一緒に当クラブへ入会していただきました。 

「地区の役員は出来ないけれど、クラブのことなら何でも協力するよ。」と言って 

いただいたことを思い出します。 

豊かな経験をお持ちの横森Ｌに、これからたくさんのことをお教えいただきたいと思っていた矢先でしたので、 

誠に残念でなりません。ご家族のご心痛はいかばかりかと存じますが、残された二人のお子様のためにも、 

奥様 聖子様には健康に留意され、どうぞ強く生きてください！それは亡き友三郎Ｌも望んでおられることで 

しょう。 心よりご冥福をお祈り申しあげます。 

 

 
    人事労務･年金の相談はお気軽に！   税務申告・税務相談  

  二子石社会保険労務士事務所   前田会計事務所   継続は力！ 
      L 二 子 石 宣 秀         L 前 田 和 夫      社会奉仕に 

                                           努めます！！ 
     甲府市屋形 3－7－7        甲府市大里町 2216－3   

    TEL055－240－6121      TEL055－241－9181       Ｌ 丸 山 助 徳 
    FAX055－240－6123      FAX055－241－9148 

 

 



 

故 平賀忠男Ｌを偲んで         Ｌ 髙 添 正 彦  

                          甲府舞鶴ライオンズクラブは、1991 年 10 月 21 日 結成、 翌年 1 月 18 日

のＣＮを経て以来本年で 18 周年を迎えることが出来ました。                    

当時、初代幹事の平賀忠男Ｌは 52 才、初代会長の山本公徳Ｌは 62 才、初代

会計の田野口孝行Ｌは 56 歳、メンバー平均年齢 46 才と日本で一番若いクラ

ブの誕生でした。 

当時私も 40 才、入会して初めて平賀忠男Ｌとお会いしたのですが、 その時の印象は「とにかく真面目な人」でした。

3 代目会長となり「汗と笑顔で確かな奉仕」をテーマとし、明るく前向きな性格で、何よりもメンバーの「和」を大切に

クラブの基礎づくりにと活躍されました。  1997 年には（財）山梨県腎バンク、 

現（財）山梨県臓器移植推進財団の事務局長に就任し、この活動は一生涯努力 

しなければならない「崇高」な奉仕である、と常々私達に話しておられました。 

この時、山本公徳Ｌは副理事長でした。 2003 年 3 月京都舞鶴ＬＣ創立 40 周年に、 

私共クラブの念願であった姉妹提携が挙行される運びとなりました。初代山本会長、 

初代平賀幹事の思いがやっと現実となりましたが、お二人とも直前に体調を崩され、 

京都に行くことが出来ませんでした。11 代会長の私が調印式に臨むのですが、メン 

バーの皆に後押しされ、お二人の思いを胸に、無事大任を果たすことが出来ました。2005 年平賀忠男Ｌはゾーンチ

ェアパーソンとしてライオンズクラブの活性化にと活躍されました。2006 年 9 月公私に渡り二人三脚で頑張ってきた

初代会長山本公徳Ｌが逝去されました。 2007 年当クラブ創立 15 周年ＣＮに、平賀Ｌは姉妹交流部会長として万全

の体調管理をもって京都舞鶴ＬＣの皆様をお迎えすることが出来ました。その後、何度かの入退院をする中、 翌

2008 年 3 月皆と一緒に元気よく満面の笑顔で京都舞鶴ＬＣ45 周年ＣＮに出席し、2009 年 3 月クラブの旅行例会に

は山本公徳Ｌの十八番だった歌(サンドイッチマン)も披露して皆と楽しく過ごし、一泊することが出来ました。その後、

入退院を繰り返し、2009 年 10 月 29 日（69 才）という若さで 6 年に及ぶ闘病生活にピリオドを打つこととなりました。 

 

「和」と「誠」 この二つの言葉を何よりも大切にし、 

「うちのクラブは本当に良いクラブだね。」とニコニコして話す平賀忠男Ｌ  

                          明るく前向きで周りの人に気遣いを忘れないやさしい平賀忠男Ｌ 

                          あなたには、沢山の事を学ばせていただきました。 

ありがとうございました。    合掌 
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           L 山 下 喜 幸        Ｌ 山 本 祐 司 
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